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1「西江文庫」にむかって
؅ɹܒ࣍࿠ *
1年、言語学者・文化人類学者の西江雅之先生が亡くなり、その厖大
な蔵書をどうするかという避けがたい話が出てきた。さいわい、さまざま
な経緯から明治大学図書館が蔵書の主要部分を一括して引き取ることにな
り、その貴重なコレクションは散逸をまぬかれた。先生のもっとも身近な
助手役を長年務めてこられた文化人類学者の加原奈穂子さんをはじめ、関
係者のみなさまに心から感謝したい。
散逸をまぬかれるところに大きな意味があることは、まさにこれらの図
書が、先生の途方もない旅を通じて、時には命を削るような努力の末に集
められたものだから。研究者の本棚には、誰の場合でもその人なりの特色
がくっきりと現れるものだが、西江先生の場合、それがことのほか際立っ
ている。「はだしの学者」とも、「マチョ・イネ」（マサイ族の言葉で「四つ目」
つまり眼鏡をかけていることを称していう）とも呼ばれてきたこの不世出
の大学者の、脳内世界というか知識構築のあり方が、本棚にそのままに反
映されている。
西江雅之という多面体をどう捉えればいいのか。先生のお仕事を考える
とき、アフリカとの関わりがまず浮かんでくる。子供時代からラジオ・ド
ラマに子役として出演していたり、高校生のころは全国クラスの体操選手
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2だったりと、人生のエピソードには事欠かない先生だが、二十歳そこそこ
でアフリカにわたりサハラ砂漠を単独で縦断したという事実には、何度で
も驚嘆せざるをえない。おなじころ、スワヒリ語を習得し、日本で最初の
スワヒリ語辞典を、これも独力で完成させている。そのスタート地点が予
感させる通り、蔵書の中でももっとも重要なのはそのアフリカ研究、アフ
リカ言語研究に関わる書物だろう。スワヒリ語文学作品などを含めて、質
量ともに、優に欧米の一流大学図書館に匹敵する個人コレクションになっ
ている。明治大学には以前から、セネガルの初代大統領レオポル・セダル・
サンゴールへの名誉博士号授与を記念して創設された「アフリカ文庫」が
あり、これと「西江文庫」のアフリカ研究書が連係するとき、そのゆたか
さには文字通り目が眩むほどだ。あとはわれわれがどんなふうにそれを生
かすことができるか。
先生は本を集めるときには積極的・体系的に集めてゆくし、それをつね
に完全に整理して、いつでも何がどこにあるかわかるようにしていた。晩
年を過ごされた三鷹の「蝦蟇屋敷」には、まるで個人美術館の様相を呈す
る全世界から集められた数々の民具工芸品美術品とともに本が氾濫してい
たが、書籍はあくまでも分類され部屋ごとに収まる場所と棚をもち、見失
われることがなかった。不肖の弟子としては、我が身を省みてまことに慚
愧に堪えない。ぼくの場合、そもそもどの本がどこにあるかは神のみぞ知
るだし、必要があって探す本が見つかるのはつねに僥倖でしかない。改め
たい性癖だ。
先生が中高生のころに情熱を注いでいたのはアメリカ・インディアン言
語研究で、これはアメリカにおける「言語学」の発達が先住民言語に関す
る記述言語学にもっぱら依ることを思っても、頷ける。中学生のころの先
生が高名な言語学者と専門的な話題に関して文通し、先方は先生のことを
若手の研究者だと思い込んでいたという逸話もあるが、知的には異常なほ
ど早熟な人だった。アメリカの研究環境では、文化人類学・形質人類学・
言語学・考古学の四分野は密接に連関していて、およそ「人類学」を志す
ときにはこのすべての概観を身につけなくてはならない。西江先生は本質
3
的に独学者だったが、それはこうした諸分野の動向を無視していたという
ことではなく、逆にすべてに目を配りながら、独自の道を切り拓いた。早
稲田を出たあとカリフォルニア大学ロスアンジェルス校に留学するが、そ
こでの専攻は映画学。風景に枠がついて見えたというほど映画漬けの日々
を送ったことも、思えば具体の学、現実の学としての文化人類学と背反す
るようでいて、現実と表象の表裏一体の関係を考えるには欠かすことので
きないステップだったのかもしれない。
それでアメリカ・インディアン言語学および文化研究関係の書籍も多い
し、アメリカ史研究にも手を染めておられた。さらに見逃せないのが東西
交渉史、とりわけインド洋をめぐる中国からアフリカ東海岸までの海洋交
通と文化史。グローバル化の初期段階を飾るともいえるこのあたりの事情
に関しては、欧米諸語はもちろんのこと、中国語・アラビア語文献にも当
たりをつけることのできる先生には、並の歴史学者ではとても太刀打ちで
きなかったといっていいだろう。
さきほど述べたように、スワヒリ語研究は先生の出発点のひとつだった
といっていい。スワヒリ語はアフリカの東海岸全域で数世紀にわたって共
通語的な役割を果たした言語だが、元来はバントゥー諸語のひとつであり、
それにアラビア語の語彙が大量に流入したものだ。すなわち各地の人々と
アラブ系商人との交易の歴史が生んだものであり、人と人の関わりや伝え
合いに対する関心を基礎に置く先生の志向をよく表している。後にピジン・
クレオール言語学に、日本における先駆者として手を染めるのも、その流
れの延長上にあるといえる。まったく異なる語群に属する二つ以上の言語
の接触によって生じる、簡略化された文法と異質な諸要素が混在する語彙
をもつ言語をピジン言語と呼び、それを母語として子供たちが成長し一社
会に広く共有されるようになったとき、その言語はクレオール段階に達し
たという。ぼくが学部生として先生に出会った 1年前後は、先生がま
さにこの分野の研究に力を注ぐようになっていた時期で、先生は毎年のよ
うにカリブ海域の言語調査に出かけていたようだ。
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4カリブ海域はいわば世界の近代史のエンジンともいえる地域で、アフリ
カからのきわめて非人道的な奴隷の移入によるプランテーション経営を土
台として、環大西洋三角貿易の確立により西欧諸国が暴利をむさぼった場
所だった。そこではごく少数の白人支配者層が使うヨーロッパ系言語とア
フリカのさまざまな言語が混じり合い、独自の文法構造をもつクレオール
言語が発達していた。先生がとりわけ重点的に調査したのはフランス海外
県の島マルチニックや南米大陸のフランス領ギュイヤンヌなどのフランス
語系クレオール語だったと思われる。そしていうまでもなく言語調査のか
たわらで、こうした土地の人々の生活文化に見られるアフリカ的要素の残
存や、カラフルな社会の宗教儀礼、祝祭のようす、そして文化史上の話題（た
とえばマルチニックにおける画家ポール・ゴーギャンや作家ラフカディオ・
ハーンの足跡）にも注意を怠らなかった。
したがって文化史を構成する多くの書物も、また西江先生の蔵書の重要
な一翼を担っている。特に 世紀芸術全般に関わる本はかなりの点数にの
ぼり、シュルレアリスムをはじめとする前衛芸術に対する先生の関心の強
さをよく反映している。先生はまた人付き合いの達人でもあり、そのユー
モラスで気前のいい話術に魅了された人々とのあいだに、個別の交渉を長
く維持してきた。それは群れをなすとかグループを結成するといったこと
とは一切無縁に、あくまでも個々の人を相手とする一対一の関係が多方向
に芽吹いていったということだったと理解している。不正確になることを
恐れて特にお名前は記さないが、文学者、音楽家、美術家、映画や演劇そ
の他のパフォーミング・アーツ関係者、あるいはいうまでもなく各分野の
研究者から、ジャーナリスト、実業家、学生にいたるまで、中にはずいぶ
ん意外な人々を含めて、先生からの刺激や薫陶を受けてご自分の人生が変
わったという人は多い。当然、こうした接点の多さ、関係の多様性を反映
した本も、おびただしく先生の手元を流れていったはずだ。
こうした先生の蔵書はすでに明治大学図書館に搬入されているものの、
分類・整理に相当な時間がかかるので、公開はおそらく 年ほど先になる
と予想される。先生の知的関心を先達として、真に広大な人類史の時空の
5
旅に出かけるために、われわれは首を長くして、その日を待つことにしよう。
ところでぼくにとっての西江雅之は、何よりも端正でときには典雅とさ
え呼びたくなるすぐれた散文の書き手だった。ご自分の旅から生まれたさ
まざまな土地の印象、人々との交渉の記憶を、気取りなく、大胆な筆致で、
この上なく的確にページに刻みこんだ。先生の最初のエッセー集は『花の
ある遠景』（せりか書房、1年）、次が『異郷の景色』（晶文社、1年）
で、1年に大学に入ったぼくはこの 冊を相次いで読み、魅了された。
そして 1年、いよいよ「世界の言語」という先生の授業をとることになっ
たが、どんな先生の授業でもそれに出席する前にその人の著書を少なくと
も手にとっておくことを方針としていたぼくも、さすがにその授業に出る
まえには緊張した。あの見事な文章の書き手に、本当に会えるのか。大学
という仕組みにそれほど感謝したことはなかった。
そして授業は予想をはるかに上回り、爆笑の渦とともに世界を遍歴する
時間がつづいた。その年に出た先生の 冊目の著書『旅人からの便り』（リ
ブロポート）では、先生は独特な魅力のあるご自分のドローイングもふん
だんに使っていた。出版されてただちに読んだその本の感想を、ぼくは先
生にお伝えし、先生は照れたように笑っておられた。その本からの引用を
最後にあげて、文学者・西江雅之の紹介に代えたいと思う。
外の闇の中では視界はきかなかった。前方には雑木林が広がって
いて、その中に町へと通じる一本の泥道が走っているはずだった。
そして、その林の奥に散る小さな小屋の中では、きめの細かい黒い
肌にうっすらと汗を滲ませ、すでに寝入っているに違いないこの島
の人々がいることをわたしは思い描いてみた。庭園の音楽が止むと、
闇は静かな巨大な塊りだった。
すると、その塊りの真中に、突然、ポツリと白い小さな光の粒が
現われて、それはまぶしく輝きながら一直線にこちらに向かって走っ
て来る気配を示した。それはしばらくの間は、音のない一まとまり
の形にすぎなかった。
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で、1年に大学に入ったぼくはこの 冊を相次いで読み、魅了された。
そして 1年、いよいよ「世界の言語」という先生の授業をとることになっ
たが、どんな先生の授業でもそれに出席する前にその人の著書を少なくと
も手にとっておくことを方針としていたぼくも、さすがにその授業に出る
まえには緊張した。あの見事な文章の書き手に、本当に会えるのか。大学
という仕組みにそれほど感謝したことはなかった。
そして授業は予想をはるかに上回り、爆笑の渦とともに世界を遍歴する
時間がつづいた。その年に出た先生の 冊目の著書『旅人からの便り』（リ
ブロポート）では、先生は独特な魅力のあるご自分のドローイングもふん
だんに使っていた。出版されてただちに読んだその本の感想を、ぼくは先
生にお伝えし、先生は照れたように笑っておられた。その本からの引用を
最後にあげて、文学者・西江雅之の紹介に代えたいと思う。
外の闇の中では視界はきかなかった。前方には雑木林が広がって
いて、その中に町へと通じる一本の泥道が走っているはずだった。
そして、その林の奥に散る小さな小屋の中では、きめの細かい黒い
肌にうっすらと汗を滲ませ、すでに寝入っているに違いないこの島
の人々がいることをわたしは思い描いてみた。庭園の音楽が止むと、
闇は静かな巨大な塊りだった。
すると、その塊りの真中に、突然、ポツリと白い小さな光の粒が
現われて、それはまぶしく輝きながら一直線にこちらに向かって走っ
て来る気配を示した。それはしばらくの間は、音のない一まとまり
の形にすぎなかった。
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6しかし、その粒からあふれ出すように流れてくるカリブのリズム
が、光の正体より一足先にわたしの身に押し寄せてくることになる
と、やや力を失った白い光は、輪郭がさだかではない大きな円盤と
なって、上下左右に小刻みに揺れ動きながら周囲の木立の姿を次々
にあらわに見せはじめていた。
ここで描かれるのはカリブ海の島国、世界最古の黒人独立国であるハイ
チの村の夜景。ヴゥドゥの儀礼を見にゆく途中の描写だ。紀行文のお手本
といっていい正確な描写がつづき、期待を高める。たとえばこんな文に導
かれて、数年後のぼくはハイチを訪れ、その闇を見た。先生が見たように
は見えなかったにちがいないが、ぼくにはぼくが見た濃い闇と不思議な光
があった。
たとえば先生自身のこんな書物を手がかりに、先生の広大な精神に、改
めて分け入ってみることにしよう。知識をどう構築し、どんな新たな連結
をもって別の建築物に仕上げていくかが、学問という冒険のすべてだ。そ
の意味で、ぼくはいつまでも先生の弟子でありたいし、そのための最高の
手がかりが、やがて姿を表す「西江文庫」なのだと考えている。
1
シリーズ・世界の図書館（1）
ジョージタウン大学図書館を訪問して 
櫻井　真理子 *
はじめに
1年 月 1日から 日の日程で、私立大学図書館委員会の助成を
受け、「ALA米国図書館研修会」に参加した。この研修では、様々な機関
の図書館を視察し、ALA年次総会に参加した。以下、訪問した大学図書館
について、報告をする。
研修報告
ジョージタウン大学1（Joseph Mark Lauinger Memorial Library）
＜概要＞
創立 1年
学校種別 私立総合大学（1学部）
学生数 約1名
ジョージタウン大学は、その名の通り、一つの街のような広大な敷地内
にあった。校門を入った正面には、歴史を感じさせる校舎があった（写真 1）。
*  さくらい・まりこ／明治大学　学術・社会連携部　和泉図書館事務室
1   ジョージタウン大学公開情報については以下を参照 
http://www.georgetown.edu/（1-11-1）
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